
28平成26年9月1日 北海道医報 第1152号

区に任せられている。実態は年２回が多く、０～１

歳児では、６～12回もかなりあるが、それは乳児保

育を導入した際の伝統を引きずっているものと思え

る。特に公立園ではそのような傾向があった。理想

としている健診回数が、特に０～１歳児では実態よ

り多いのは、この年代ではやはり発達、発育面での

評価を意識していると思われ、実現は困難と思われ

るが、回数を増やせる対策の必要性を感じさせる。

年間の園医の報酬は健診の回数、園の規模や公立、

私立で異なるところであるが、10～20万が過半数を

占めていた。

定期接種になっていない予防接種については、水

ぼうそう、おたふくに関しては、80％以上が定期に

すべきと回答していたが、まだ接種開始から日の浅

いロタ、HBワクチンについては、60～70％台であり、

分からないという回答も多いのはうなずける。しか

し、有効性は明らかであり、今後の推進事業が必要

に思えた。ワクチンの効果への回答では、水ぼうそ

う、おたふくでは有効性の認識が高いが、インフル

エンザでは、あまり効果がないという認識が1/4もあ

り、これが園での実感で、われわれの臨床現場での

印象と同様に正確な評価がなされていると思われ

た。一方水痘やおたふくワクチンの２回接種につい

ての認識は低く、この点も推進することが求められ

ていた。ただし、費用面からみて定期接種化しなけ

ればなかなか広まらないと予想される。

最後に肺炎球菌、ヒブ、ロタのワクチンの園児で

の疾病減少効果については、中耳炎、肺炎、胃腸炎

はそれぞれ変わらないという回答が主であるが、中

耳炎、肺炎には少なからずの減少傾向があり、ワク

チンの普及効果の反映と考えられた。しかし、急性

胃腸炎ではそれがあまり見られないのはノロウイル

ス対策が行われていないことが背景にあることを示

唆しており、今後のワクチンの周知・徹底とノロワ

クチンの開発を期待したい。

（結語）

広大な医療圏があり、その中で少子高齢化が進み、

保育園の運営も厳しい地域があり、小児科医のいな

い医療圏も広がっている。そうした中で、園児の健

康増進、ワクチン推進は困難であり、保育行政と医

療側の密接な状況分析、連携が必要であることを痛

切に感じた。この調査結果を保育の向上に役立てて

いただけることを期待したい。
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「応急手当WEB」「救急医療啓発パンフレット」へのリンク依頼について

◇救急医療部◇

当会ホームページでは急病・急な症状時の対応を紹介する「応急手当WEB」、救急医療機関の適切な利

用について理解を深めてもらう「救急医療啓発パンフレット」を登載しております。

これらの情報をより一層周知することにご協力いただけます医療機関におかれましては、自院ホーム

ページに下記掲載URLへのリンクをお願いいたします。

なお、リンク掲載後のご連絡は不要ですが、今後の連携強化のため、リンクのご一報をいただければ幸

いです。

●応急手当WEB

http://www.hokkaido.med.or.jp/firstaid/

●救急医療啓発パンフレット

http://www.hokkaido.med.or.jp/ippan/iza/kyukyu/index.html

連絡先：北海道医師会事業第二課

TEL 011-231-1725 FAX 011-210-4514 E-mail2ka@m.doui.jp
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